












10 年待っても、さらに 15 年待っても出ないのである。結局、19 年後に「待





原著＜韓国キリスト教歴史学会編『韓国キリスト教の歴史  第Ⅲ巻 〜解放
（1945）から 20 世紀末まで〜』Seoul. 韓国キリスト教歴史研究所 .　
2009、菊版、313 頁 ＞ 
　　ここに翻訳したのは同書「第 13 章 教会の成長と発展」である。
　　韓国語原題 ＜한국기독교역사학회편 ”한국 기독교의 역사 . Ⅲ〜해방 













たのは、1960 年代〜 1990 年代のことであった。ちなみに、1950 年韓国の
全キリスト者数の対国民比は 4.1％、1960 年は 6.4％に過ぎず、これらは
他のアジア諸国と大差のない平均的数値に過ぎない。それが 1970 年には
9.7％に、1980 年には 19.3％、1990 年に至っては 29.1％と大成長を果たす
のである。（統計は＜姜グンファン『韓国教会の形成とその要因の歴史的
分析』 Seoul. キリスト教文書 .2004 ＞参照）。韓国キリスト教に対する世界
























1918 年）』『第Ⅱ巻：第 7 章〜 9 章（1919 年三・一独立運動〜 1945 解放）』
『第Ⅲ巻：第 10 章〜 17 章（1945 年解放〜 2000 年）』となっている。ここ
に翻訳したのは第Ⅲ巻の内の「第 13 章 教会の成長と発展」であるが、こ






【 目 次 】「第 13 章 教会の成長と発展」（『韓国キリスト教の歴史 第Ⅲ巻』） 
　　　　　第 1 節、教会成長の諸現象















『韓国キリスト教の歴史､ 第Ⅲ巻 〜解放から20世紀末まで〜』「第13章 教会の成長と発展」本文
−148− −149−
第１節　教会成長の諸現象
　1960 年代から 1980 年代におよぶ期間は、韓国プロテスタント［以下、Ｐ］
キリスト教［以下、Ｘ教］が異例の量的成長を遂げた時期であった。この
期の成長は何よりも、教会と教会員の数が急増する現象のなかに現れた。
1993 年度の韓国宗教社会研究所の統計によれば、1950 年に 3,114 箇所で
あった教会が、1960 年には 5,011 箇所に増加し、1970 年には 12,866 箇
所、1980 年には 21,243 箇所、そして 1990 年には 35,819 箇所とそれぞれ
増加している（1） 。この 10 年単位の教会数増加率を細かく調べると、1960
年と 1970 年の間には 157％、1970 年から 1980 年の間には 65％、そして
1980 年から 1990 年の間には約 69％が増加したこととなる。全体的に見れ














なわち 6・25 戦争［朝鮮戦争、韓国動乱、1950 年６月 25 日開始］以降継
続し続けた韓国Ｘ教の量的成長の勢いは、1960 年代に入り大きく増加し、
1970 年代後半にその頂点に達したのち、1980 年代には鈍化して、1990 年
代半ばに至ってその成長は中断された。






































《表》 韓国Ｘ教教会員数の変化（1950 〜 2005）（2）
［プロテスタントＰ、カトリックＫ］
年度 総人口 Ｐ会員数 人口比Ｐ Ｋ会員数 人口比Ｋ P:K.会員数比
1950 年 20,188,641（1949 年） 500,198  α 　 　 　 　
1960 年 24,989,241 623,072 α1,524,258 β 　 　 　 　
1970 年 31,435,252 3,192,621 α 　 　 　 　
1980 年 37,406,815 7,180,627 γ 　 　 　 　
1985 年 40,419,652 6,489,282 　 16.00% 1,865,397   4.60% 1:0.29
1995 年 44,553,710 8,760,336 　（+35%）  　 19.70%
2,950,730
（+58.2%）   6.60% 1:0.37












教は 1960 年代までは、全国に教会数が 200 余しかなかった。それが同教
団の積極的教勢拡張の努力が実を結び、1984 年初めて教会数が 1,000 を超
















































あった。監理教は 1970 年代に著しく成長し、1970 年から 1978 年の間だ





































など様々の記念行事が翌 1985 年 10 月まで引き続いて開催された。




臨んだ。25 の教団および 200 余の宗教団体によって‘88 ソウルオリンピッ
ク伝道協議会’が組織され、様々な方式による伝道活動が繰り広げられた。
この協議会は大会期間中、38 カ国の言語に翻訳された 300 万部の伝道誌、















いことが推測される（5）。1970 〜 80 年代、韓国教会の成長を代表して来た
オ・スンチョル系教団と聖潔教も、1990 年代中半からは会員数がほとん
ど増加しなかった。
　1990 年代中半以降には、全般的に韓国Ｐ・Ｘ教 [ プロテスタント・キ
リスト教 ] の会員数が減少するという現象が現れ始めた。2005 年度の統
計庁の調査によれば、Ｐ［プロテスタント］教会員数は約 861 万名であり、
これは 1995 年（876 万名）に比し約 14 万名余が減少したことを意味する。








　1960 年代から約 30 年間、韓国の教会にもっとも根本的かつ全体的な影











































（5）人文研究室『社会変動と韓国の宗教』Seoul. 韓国精神文化研究院 ,1987.p.193. 参照 .
（6）開発独裁と関連する種々問題については、＜イ・ビョチョン編『開発独裁と朴正煕時代：




































る現代韓国社会』世界思想史社 .2000, 所収 , p.99 参照 .（三井ケン「韓日Ｐ教会成長の比較研究」
ソウル大学国際地域院修士論文 .2001.p.41 から重引）.














事業によって成功を収めるのは難しかった。1958 年に 208 箇所であった
















（10）キム ･ ビョンソ「韓国教会の現状の社会科学的理解」,『神学思想』第 35 集 1981.12, 所
収 .pp.704-710 参照 .
（11）Charles Y. Glock,”The Role of Deprivation in the Origin and Evolution of Religious Groups” in 


















制が本格化した 1974 年から爆発的に成長し始めた。1960 年代後半から
1970 年代初めにかけ、教会員が毎年約 1,000 〜 2,000 名ほど増加していた
が、1973 年から翌 1974 年の１年間の内には実に 6,300 名余も増加してい
る。このような爆発的成長はその後も続き、1970 年代後半に至っては毎
年１年に３〜４万名ずつ教会員が増加するという現象を示した。かくして、
1971 年には１万人にも満たなかったヨイド純福音教会の会員数は 1981 年







（12）李元奎「都市教会と農村教会」, 李元奎編著『韓国教会と社会』Seoul. ナダン .1991 所
収 .pp.142-143. 参照 .











































教は 1974 年の総会において“5,000 教会、100 万信徒運動”を決議したのち、




































（14）ノ・チジュン『韓国Ｐ社会学』Seoul. ハヌル社 .1998.p. 99 参照 .
−158− −159−
1960〜1990 年代 韓国キリスト教の成長と発展
派的な大規模集会も、ソウルと地方で繰り返し開催された。1973 年 5 月
16 日から 6 月 3 日まで、地方の主要都市とソウルで「5,000 万人をキリス
トに！」という主題で開催された“ビリー・グラハム（Billy Graham）伝
道集会”、1974 年８月に開かれた大韓センソン教会（CCC）主催の“エク
スプロ 74”、そして 1977 年 8 月には 32 教団が連合して 600 余名の講師を




















（15）「世界宣教へのビジョンを植えよ」（「韓国 X 広報」1980.8.23）。それによると 4 日間の集会
に延べ 1,700 万人が集まり、70 万人の決心者、10 万人の宣教師志願者が出た、という信じが
たい主張を主催者側はなしている。
（16）Bill Bright, Revolution Now (San Bernardino,CA：Campus Crusade for Christ,1968). 参照 .
（17）「聖霊の第３爆発」,「韓国 X 広報」1974.2.23. 参照 .
（18）キム・ジョンヨル「民族福音化と群衆集会」,『基督教思想』1974.10. 所収 . P.73,78 参照 .
　また「エクスプレス 74」に関する応対集「エクスプレス 74 を語る」,『基督教思想』1974.10.



































化させることが出来た。例えば監理教の場合、1976 年から 1985 年までの





















教会成長理論［Church Growth Theory］であった。教会成長学は、1960 年





















（19）ノ・チジュン上掲書 .32 頁、および三井ケン上掲 .45 頁 , 参照 .
（20）Peter Wagner, Church Growth and Whole Gospel（San Francisco:Harper & Row,1981），p.75. 参照 .
（21）詳細は、Donald McGavran, Understanding Church Growth（Grand Rapids:Eerdmans,1970）参照 .
（22）Donald McGavran,The Clash Between Christianity and Cultures（Washington,DC:Canon 
Press,1974）. 参照 .
−162− −163−




























（23）1952 年の初めに出版され ,186 週間「ニューヨーク・タイムズ」ベストセラー・リストに
載り続けたピール著『The Power of Positive Thinking（積極的思考の力）』は、約 2,000 万部が売
れた。



















































































































ことによって現場の中へと出ていった（29）。1986 年から 1989 年まで月刊























モデルとして活用した。「基礎共同体史論」『大学 X 新聞』1987.6.10. 所収、「基礎共同体運動




















学生運動をリードしたのは 1986 年に始まったコスタ（KOSTA：Korean 
Students in America）であった。アメリカにいる［韓国人］留学生のため
の夏季信仰修養会から始まったこのコスタは、そののち国際福音主義学生
















る統計によれば、1964 年から 1978 年までは毎年平均して 3.3 名の宣教師
が派遣されている。ところがその直後、［1979 年〜］1989 年までの 10 年
間は、年平均 46.6 名の宣教師が派遣されている（30）。これは宣教師の派遣
が、1980 年代になって急増したという事実を示している。実際、韓国が
派遣した海外宣教に関する 1980 年代半ばの統計調査によると、200 名の
宣教師の内 75.3％が 1980 年代になってから派遣された者たちであった（31）。
1970 年代には１年に 100 名に達しなかった全海外宣教師数が、1980 年代
には急増して 1,000 名をはるかに越え、1996 年には 4,402 名と集計されて




















大学 ,1989.p.15 参照 .
（31）チョン・ジェオク「韓国教会が派遣した宣教師たちの現状分析と宣教戦略問題に関する研究」
　　『韓国文化研究院論叢』1968.12.p.48 参照 .


















が組織され、OMF（Overseas  Missionary Fellowship,1980）、OM（Operation 
Mobilisation,1989）、SIM（Serving in Mission,1997）など海外宣教機関の支
部が韓国内に組織された。1996 年の統計によれば、海外宣教の関連機関









































（35）同上 .pp.24-25 参照 .
（36）韓国教会の海外宣教にとっての各種問題に関しては、以下を参照（いずれも韓国Ｘ教歴史








―以上、「1960 〜 1990 年代 韓国キリスト教の成長と発展 〜その現象と要因〜」翻訳 . 完  ―
（韓国Ｘ教歴史学会『韓国Ｘの歴史 . Ⅲ 〜解放から 20 世紀末〜』Seoul. 韓国Ｘ歴史研究





























［訳 2］「神の宣教（Missio Dei,  Mission of God, 하나님의 선교）」
　宣教活動の内容を宣教師や教役に限定せず、歴史のなかで働く三位一体の広
義の神の活動、およびその神の活動に参与するあらゆる事柄を宣教活動とし
て捉える現代宣教神学の立場。「神の宣教」は WCC、Willingen 大会 (1952 年 )
で公式に採用され、その後も様々な神学者、研究者によって展開されたが、
その代表者の一人に、J.C.Hoekendijk があげられる。
［訳 3］「維新体制」は 1972 年ごろ以降の朴大統領の政治体制を言う。1961 年、
軍事クーデターによって政権を奪った朴正煕 , 金鍾泌らは、その後「日韓条























































老会」の用語は 1907 〜 1912 年まで）。


















な国であるが、Church Growth Theory に立って「宣教」を考える時、この「集
団改宗」あるいは「トップ伝道」は重要な研究課題とならざるを得ない。
［訳 10］「教役、教役者」。「教
きょう
役
えき
」とは教会の活動全体を指すが、「教役者」とい
えば本文のように狭義には牧師（あるいは有給の副牧師、伝道師）を意味する。
従って、ここで言う「教役理論」とは、牧師（副牧師、伝道師など）が教会
を牧会する方法や理論を意味する。
［訳 11］「セマウル運動」。セマウルとは、새
セ
（新しい）、마
マウ
을
ル
（村）、従って「新
しい村」運動の意。1970 年代、朴政権による農村政策として始められたが、
後には「都市セマウル運動」「工場セマウル運動」など農村から都市に波及し、
［訳注 3］にのべた維新体制を支える重要な精神主義へと発展、および一体化
していく。
